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ヤギ乳房局所のメントール塗布が抗菌因子産生に及ぼす影響
〇大野 瑠璃1、新居 隆浩1,2、吉村 幸則1,2、小林 謙3、磯部 直樹1,2 (1.広大院統合生命、2.広大畜産研セ、3.北大院

農)

 
【目的】 

 

暑熱や寒冷ストレスによって乳生産の低下や乳房炎の増加が起こると言われている。本研究では，乳房局所にお

ける寒冷処理が自然免疫機能に及ぼす影響を調べるため，冷感を与えるためにメントールを乳房に塗布して，乳

中抗菌因子濃度を測定した。 

 

【方法】 

 

泌乳期のトカラ種およびシバ種雌ヤギを用いた。処理区では，3日間乳房表面にエタノール（メントールの溶

媒）を1 ml塗布した後，3日間40%メントール溶液1 mlを塗布し，その後3日間エタノール1 mlの塗布を

行った。対照区では，エタノール1 mlを継続して9日間乳房表面に塗布した。毎日乳汁を採取し，乳量，体細胞数

（ SCC）， Na+および抗菌因子（ラクトフェリン， S100A7， IgA）濃度を測定した。 

 

【結果】 

 

乳量はメントール塗布開始4、5日後で処理区が対照区より有意に低かった。 SCC， Na+およびラクトフェリン濃

度は両区の間に有意な差はなかった。 S100A7濃度はメントール塗布開始4日～6日後で処理区の方が対照区に比

較して有意に高かった。対照区の IgAは試験期間中有意に低下したが、処理区ではほぼ一定であった。以上の結果

から，ヤギ乳房へのメントール塗布は，乳房での抗菌因子産生を増強させることが示唆された。


